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AOZORA NEWS

さんだや

2 月 3 日、いるか組の保護者の皆様にあおぞら園に来園いただき、親子療育を行いました。
家庭や参観とはまた違ったお子様の様子を見ることが出来たのではな

いかと思います。音楽に合わせて一緒に「走る・歩く」をしてから運動遊
びに取り組んでいただきました。平均台の二本橋や巧技台の階段、ジャ
ンプ台、飛び石などの運動遊具に取り組んだり、走ったりとそれぞれ
に好きな遊びに取り組む様子を間近で見ていただきました。また、一緒
に遊んでいただけ、お子様と楽しい時間を過ごすいい機会になったと思
います。
今年度も残り 1 か月となりました。様々な活動に一緒に楽しみなが

ら取り組んでいこうと思います。（徳山）

寒さの中にも、少しずつ春の暖かい日差しが感じられるようになりました。
2 月も子どもたちは元気いっぱいにいろいろな活動をしています。節分の豆まきでは、鬼に出会ったとき、ただただ

怖くてパーテーションに隠れている子や「悪い鬼をやっつける」と鬼に新聞紙で作った特大サイズの豆を投げる子など、
日常生活にはない「豆まき」の経験ができました。「怖い」という記憶が強烈に残らないように、そして「豆まき」の
意味がちょっとわかって活動に参加できるように、何日も前から豆まきの絵本を読んだりイラストの鬼に向かってボー
ルや新聞紙で作った豆を投げてみたりしながら節分の日を迎えました。
また、就学・就園児は卒園式の練習で日常生活にはない「式」を経験しています。初めは遊戯室で前を向いて椅子に

座る練習からでしたが、毎日、朝の集いで椅子に座っていることができる子たちは場所が変わってもちゃんと前を向い
て座ることができていました。名前を呼ばれたら返事をして卒園証書をもらいに行くなど段々とやることが増えていま
すが、頑張ってもらえるように少しずつ新しいことを練習しています。今年度の卒園式は、感染症対策のために卒園証
書授与を遊戯室で、スライド上映を多目的室で行います。そのため、子どもたちは、普段あまり使わない多目的室に慣
れることも大切になってきます。時々、多目的室で運動遊びなどをすることで少しずつ慣れてくれている様子はありま
すが、当日はどうなるか、子どもたちよりも職員のほうがドキドキしているようです。
保護者の方向けには、親子療育、クラス懇談会がありました。この親子療育も感染症対策のために多目的室で行いま

した。まだお部屋に慣れていない子どももいて、いつものように思いっきり遊べない場面もありましたが、いろいろな
ことで新型コロナによる「新しい生活様式」に慣れていければいいなと思います。クラス懇談会では、ビデオを観ても
らいながら日ごろの様子や子どもたちの活動などを紹介しました。
クリスマスや豆まきの様子は、おたよりでお知らせしていましたが、
動画で観ていただくと「こんな感じだったんですね！」と、こども
たちの反応に笑いが起こったり、「ん～ん」とうなずくお母さまの声
が聞けたりしました。お母さま方と感動を共有できてとても嬉しかっ
たです。これからも、たくさん子どもたちの様子をお伝えする機会
を設け、保護者の方のご意見や思いを取り入れながら療育を進めて
いきたいと思います。みなさまのご理解ご協力を賜りますよう、よ
ろしくお願いいたします。

子どもたちにリアルな経験をしてもらう！それが明石市立あおぞら園・きらきらの信念です！
　先月号と同じ書き出しからのあおぞら園・きらきらの節分報告をさせていただきます。
　あおぞら園・きらきらの節分はクリスマスと同様にリアルな経験を子どもたちに！の想いから、ただ単に鬼のお面を
かぶって素肌を見せて襲い掛かるという中途半端なことは致しません。
「鬼ってこういうもんだ！」という私の独りよがりな考えのもと、「素肌は絶対に見せない」というこだわりで頭か
ら足先まで完全に赤のコスチュームに身をつつみ、顔もこわめな鬼のお面を使用して例年、子どもたちに挑んでいま
す。「そこまでして、子どもたちに伝わりますか？」という方がおられたら、正々堂々と私はこう言い切ります。「子
どもを舐めてはいけません！！子どもたちの感性は素晴らしく、その表現はその子その子で違うだけです！」と。
今年も一週間全力で鬼役を務めさせていただき、鬼を見たそのほとんどの子どもたちは泣いたり、恐怖のあまり動

けなくなったり、様々なリアクションをしてくれました。そして信頼す
るスタッフの適切な関わりと鬼に豆を投げるように身振りや言葉で伝え
ることで（きらきら１部では保護者のご協力のもと）無事に私が扮する
鬼を退治してくれました。
その後、何人かの子どもは「また鬼来る？」と話していたとスタッフ

から聞きましたが、トラウマになったという報告は受けておらず、あお
ぞら園・きらきらの子どもたちのたくましさを感じます。
私が扮する鬼に抱っこされた子どもは一年間元気に過ごすことが出来

るとのことです。めでたし！めでたし！（服部）

今年も子どもたちに負け続けた節分 ～あおぞら園・きらきらの鬼の独り言～

あおぞら園いるか組 ～親子療育のご報告～

微細運動も楽しみながら ～ぺんぎん組の療育のお話～

あおぞら園らっこ組 ～保護者の方に療育の様子を映像でご紹介しました～

浅原奈緒子園長のご挨拶

2 月 17 日らっこ組の保護者の皆様にあおぞら園に来園いただき、お子様の園での様子を映像を見ながらご紹介しまし
た。クリスマス会や節分の様子、運動遊び、園庭遊び、おしごと、給食の様子など様々な場面を見ていただきました。
サンタクロースや鬼に対して「怖い」「楽しい」「なんだろう？」等の様々な想いを感じて
いたお子様の姿を映像を通じて、より分かりやすく見ていただけたと思います。保護者の
皆様からは、「行事の様子や園での様子を見ることが出来て良かった」等のご感想をいた
だきました。年度当初からさらに成長したお子様の様子を見ていただけたのではないで
しょうか。今年度も残すところ約 1ヶ月となりましたが、お子様たちと様々な活動に取り
組み、一緒にいろいろな経験をしていきたいと思います。（逸見）
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2月号

鬼に抱っこされてハイチーズ♪

卒園式の練習の様子

　手指の操作性を高めるために、おしごとなどで微細活動を日々行っています。課題も楽しんで行っているお子さんも沢
山おられますが、限られた時間になってしまいます。そこで、日々の遊びの中にも微細活動を取り入れられないだろうか
と考え、このような玩具を作成しました。「洗濯物干し遊び」では、固定されていない洗濯バサミに布を挟む玩具です。
最初はただの布をつるす予定だったのですが、せっかくなら面白くしたい、親しめるようにしたいと思い人形の服を濡ら
して干してもらうようにしました。干した後は実際に外に出して乾かし、降園前に取り入れることでリアルな遊びを楽し
むことができています。また、食玩を使ったままごとでは、食玩を口に入れてしまうお子さんが多く、コロナの関係で提
供を控えていました。しかしおままごとはお子さんの好きな遊びです。どうにか
して遊べないかと考え、トングでつかみ箱詰めし、その場では食べないとする「テ
イクアウト方式」を新設しました。トングでつかむことで口に持って行きにくい
ですし、操作性もあり微細活動にもつながります。　
日々の療育の中にはお子さんが成長できる場面が多くあります。その場面を指

導員がどう生かしていくかがこれからも課題になってくるのでは、と思います。
また、お子さん自身が楽しんで行なうことで意欲的になり、身につきやすくなり
ます。「楽しんで身に付ける」重要性を改めて考え直すことができました。（今西） 微細活動の様子


